
1.1 

1. 災害ハザード情報データの収集・整理 

防災指針の検討にあたり、洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域、大規模盛土造成地等

の災害ハザード情報データを収集・整理した。 

 

1.1. 防災指針の作成背景 

令和 2（2020）年 6月に公布された都市再生特別措置法の改正において、居住誘導区

域からの災害レッドゾーンの原則除外を徹底するとともに、居住誘導区域に残存する災

害リスクに対して防災指針を作成し、計画的かつ着実に必要な防災・減災対策に取り組

むことが位置付けられた。 

なお、防災指針は、居住や都市機能の誘導を図る上で必要となる都市の防災に関する

機能の確保を図るための指針である。 

 

 

出典：都市再生特別措置法等の一部を改正する法律（国土交通省） 

図 1-1 都市再生特別措置法改正概要 

  

資料 1 



1.2 

1.2. 災害ハザード情報データの収集・整理 

災害リスク分析を実施するにあたり、収集・整理する災害ハザード情報を表 1-1に示

す。収集・整理したデータについて、災害種別、災害ハザード情報、出典を下表に示す。 

 

表 1-1 災害ハザード情報 

災害種別 災害ハザード情報 出典 データ年度 

洪水 洪水浸水想定区域（計画規模

L1、想定最大規模 L2） 

沼田市ハザードマップ 

国土交通省利根川ダム統

合管理事務所浸水想定図 

群馬県中小河川洪水浸水

想定区域図 

令和 3年 2月 

令和 2年 6月 

 

令和 4年 3月 

 

洪水浸水想定区域（多段階） ― ― 

浸水継続時間 沼田市ハザードマップ 

国土交通省利根川ダム統

合管理事務所浸水想定図 

群馬県中小河川洪水浸水

想定区域図 

令和 3年 2月 

令和 2年 6月 

 

令和 4年 3月 

 

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾

濫流、河岸浸食） 

沼田市ハザードマップ 

国土交通省利根川ダム統

合管理事務所浸水想定図 

群馬県中小河川洪水浸水

想定区域図 

令和 3年 2月 

令和 2年 6月 

 

令和 4年 3月 

 

内水浸水想定区域 沼田市雨水管理総合計画 令和 6年 3月 

防災重点ため池による浸水

想定区域 

沼田市ため池ハザード

マップ 

平成２８年３月 

 

浸水実績 ― ― 

土砂 土砂災害特別警戒区域 
沼田市ハザードマップ 令和 3年 2月 

土砂災害警戒区域 

津波 ― ― ― 

高潮 ― ― ― 

その他 大規模盛土造成地 大規模造成地マップ（群

馬県県土整備部） 

令和 6年 3月 

 

地形・地質 沼田市地域防災計画 令和 6年 3月 

 

  



1.3 

（1） 洪水浸水想定区域（計画規模：L1） 

洪水浸水想定区域（利根川水系）は、水防法に基づき、計画規模降雨（河川整備の

基本となる降雨）として、200年に 1回程度（1年間に発生する確率が 0.5％の降雨）

の降雨確率を設定している。 

本市においては、利根川や薄根川、片品川沿川で浸水深 3m 未満の区域が広がっ

ている。都市計画区域内においては、利根川、薄根川沿川の沼田地区や薄根地区（用

途地域内）で浸水想定区域が広がっている。部分的に 3m以上の区域も見られる。 

 

図 1-2 洪水浸水想定区域（計画規模：L1） 

  

浸水深 3ｍ以上のエリア 



1.4 

（2） 洪水浸水想定区域（想定最大規模：L2） 

洪水浸水想定区域は、水防法に基づき、想定される最大の降雨規模（想定最大規模

降雨）として、1000年に 1回程度（1年間に発生する確率が 0.1％以下の降雨）の降

雨確率を設定している。 

本市においては、利根川や薄根川、片品川等の沿川で浸水深 0.5m以上の区域が広

がっているが、部分的に浸水深 3m以上や 5m以上の区域も見られる。 

都市計画区域内においては、利根川や薄根川、片品川の沿岸で浸水想定区域が広

がっており、特に利根川沿川の沼田地区（用途地域内）においては、浸水深 3m以上

の区域が広がっている。 

 

図 1-3 洪水浸水想定区域（想定最大規模：L2） 

  

浸水深 3ｍ以上のエリア 



1.5 

（3） 浸水継続時間 

浸水継続時間は、洪水時に屋外への避難が困難となり孤立する可能性のある浸水

深 0.5ｍに達してから、その水深を下回るまでにかかる時間を示すものである。浸水

継続時間が長い地域では、仮に洪水時に屋内安全確保（垂直避難）により身体・生命

を守れたとしても、その後の長期間の浸水により生活や企業活動の再開等に支障が

出る恐れがあることから、立ち退き避難（水平避難）の要否判断や企業 BCPの策定

等に有用な情報となる。 

 本市においては、浸水継続時間が概ね 24 時間（1 日間）以内となっており、洪水

の発生が予見される場合には、浸水想定区域外への避難が望ましいが、浸水継続時間

が 24 時間（1 日間）以内の区域においては、安全を確保するために、緊急的に浸水

想定区域内の安全な建物に避難（垂直避難）することが可能であるものと考える。た

だし、一部地域においては、浸水継続時間が 24～72時間（3日間）となっている箇

所も見られる。 

 

図 1-4 浸水継続時間 

  

浸水継続時間 24～72 時間（3 日間）のエリア 



1.6 

（4） 家屋倒壊等氾濫想定区域 

想定最大規模降雨下の想定においては、家屋倒壊等氾濫想定区域が設定されてい

る。家屋倒壊等氾濫想定区域の概要を以下に示す。 

 

表 1-2 家屋倒壊等氾濫想定区域の概要 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食） 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） 

 強い河川の流れにより河岸が浸食され、

家屋が倒壊・流出する恐れがある区域 

 

 河川が氾濫した際に、木造家屋が倒壊・

流出する恐れがある区域       

 

資料：家屋倒壊等氾濫想定区域図について（国土交通省） 

  



1.7 

本市においては、利根川や片品川沿川において河岸浸食及び氾濫流による家屋倒

壊等氾濫想定区域が指定されている。 

 

図 1-5 家屋倒壊等氾濫想定区域 

  



1.8 

（5） 内水浸水想定区域 

「沼田市雨水管理総合計画検討業務委託」では、内水浸水シミュレーションの対象

となる降雨は計画降雨と照査降雨に分類される。沼田市の計画降雨は 7 年確率降雨

（レベル 1降雨）、照査降雨は既往最大降雨（レベル 1’降雨）、想定最大規模降雨（レ

ベル 2降雨）である。 

図 1-6のとおり、レベル 1降雨では、都市計画区域のほぼ全域が浸水深 0.1m未満

となっている。図 1-7 のとおり、レベル 1’降雨では用途地域外の河川沿いで浸水深

0.5m～3.0ｍ未満の地域も見られ、図 1-8のとおり、レベル 2降雨では、レベル 1’降

雨と比較して、浸水深 0.5m～3.0ｍ未満の地域が広くなっている。 

 

図 1-6 内水浸水想定区域（レベル 1降雨） 



1.9 

 

図 1-7 内水浸水想定区域（レベル 1’降雨） 

浸水深 0.5ｍ～3.0 未満が広がるエリア 



1.10 

 

図 1-8 内水浸水想定区域（レベル 2降雨） 

 

  

浸水深 0.5ｍ～3.0 未満が広がるエリア 



1.11 

（6） 土砂災害（特別）警戒区域 

土砂災害の種類、土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域、砂防三法による規制

区域の概要を以下に示す。 

 

 
資料：土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等について（国土交通省） 

図 1-9 土砂災害の種類 

 

資料：土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等について（国土交通省） 

図 1-10 土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域 

 

土砂災害警戒区域 

●土砂災害による被害を防止・軽減するため、危険の周知、警戒避難体制の整備を行う区域 

土砂災害特別警戒区域 

●避難に配慮を要する方々が利用する要配慮者利用施設等が新たに土砂災害の危険性の高い区

域に立地することを未然に防止するため、開発段階から規制していく必要性が特に高いものに

対象を限定し、特定の開発行為を許可制とするなどの制限や建築物の構造規制等を行う区域。 

 



1.12 

 

資料：砂防三法による規制区域（国土交通省） 

図 1-11 砂防三法による規制区域 

  



1.13 

本市においては、市街地や集落の縁辺部に土砂災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊）

及び土砂災害警戒区域（土石流）が指定されている。 

都市計画区域内においては、都市計画区域界や用途地域界に沿って土砂災害特別

警戒区域（急傾斜地の崩壊）が指定されている。また、沼田駅と中心市街地の間の地

域においては土砂災害特別警戒区域（急傾斜地の崩壊）、土砂災害警戒区域（急傾斜

地の崩壊、地すべり）が指定されている。 

 

図 1-12 土砂災害（特別）警戒区域 

  



1.14 

（7） 大規模盛土造成地 

宅地を造成する場合、切土と盛土を組み合わせる手法が一般的となっている。盛土

造成地には、谷埋め型盛土や腹付け型盛土等があり、谷埋め型盛土は、谷や沢を埋め

たてていることから、盛土内に水の浸入を受け易く形状的に盛土側面に谷部の斜面

が存在することが多いという特徴がある。一方、腹付け型盛土は、傾斜地盤上の高さ

が高いという特徴がある。これらの盛土造成地のうち、以下のいずれかの要件を満た

すものを大規模盛土造成地としている。 

 

表 1-3 大規模盛土造成地の要件 

谷埋め型大規模盛土造成地 腹付け型大規模盛土造成地 

 盛土の面積が 3,000㎡以上 

 

 盛土をする前の地盤面の水平面に対する

角度が 20度以上で、かつ、盛土の高さが 

5ｍ以上 

 

資料：大規模盛土造成地の滑動崩落対策推進ガイドライン及び同解説（国土交通省） 

  



1.15 

大規模盛土造成地については、用途地域内の一部地域（戸鹿野町）に存在している。

なお、大規模盛土造成地の箇所を示したものであり、危険な造成地を表すものではな

い。今後、現地調査等により当該盛土の安定性等の評価を実施した上で、必要となる

対策を実施するエリアとなる。 

 

図 1-13 大規模盛土造成地 

  



1.16 

（8） 地形・地質 

本市の北はみなかみ町を隔てて三国山脈に接し、南は綾戸の峡谷を経て関東平野

に開口し、東は栃木県と境を接し、笠ヶ岳、皇海山、袈裟丸山などで県境を画してい

る。河川は、山間丘陵地であるため、ほとんどが急流河川である。市街地は、赤城、

子持、三峰の三山に囲まれた盆地の中央に位置している。 

本市の基盤を構成しているのは、概ね水成岩に属する粘板岩と凝灰岩とからなっ

ており、その上に粘土や砂岩や礫岩等が堆積し、その間に流紋岩や石英斑岩等が見ら

れる。地層としては粘板岩と凝灰岩とからなる基盤の上に粘土層、次に礫岩層である

が、この礫岩層は小礫、砂、細砂、細土とがおよそ 25ｍの厚さで互層をなし、この

上におよそ 2.5ｍの厚さのローム層が最上層をなしており、長期連続降雨には道路が

泥沼となることもある。 


